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ニ ュ ー ギ ニ ア の 桑 に つ い て

(ニ ューギ ニア研 究 節2報)

安 江 安 宣

京都人草生物誌研究会 (会見 声山誠治博士)は ニューギニア奥地の 動植物,地質,山

岳に関す る研究和良をIJ的として京都大学頗イ リ71/学術探検隊を軌鮪 し,イン ドネシ7

政府紙吊最高本部 (KOT工)と合同形式のもと,1963年8月より10月まで 先遣隊を,ひ

きつつき1963年12月より1964年3月にわた F)本隊をTZ!iイ リアンに派遣 して 調査探検を

おこな一一た. 当時は 1963'rr;5月から二ュ-ギニア島西半分は200年あまりつづいたオラ

ンダ統治を離 れて国速の fソ トネシ7伝花蹄拝聞に移行した直後のときであった.
日本隊の研究成果の概要については ｢ニューキ/ニア中央高地,点都大学西 イ1)7ン学術

探検隊 舶TJ.1963-1964｣りとして 既に公刊されているのて 精細は これにゆず るが,イン

ドネシア側の正式親 告 2)も別にてている.

今I._.に 二に発表す るもvlJ.土筆者が当時先1日:F削 是としてl塑イ リ7ンに韓作中えられたニュ

ー十二アのクワに偶する新知妃の惟畑てある.

-1L'J細にあた･'て '/■ノに関する恥TtfJ:御輿/T､をあた.え(,lJLた);て印=二芸故郷大学数将Ihln]禎吉博士 (故
人),ll)はpILYr17,I.lJ'J地丸iぺ駈城東■鞍部僻工廠夫悼七, ライ-i･./大'-ljLう12ス僻It'藍-館長 C.Kalkman付士,

ならびにイント,111ソー/にふける凋十仁探根にあたりも大のrrJ王止()JこIfをあたえら九･lJ_インドネシア当周,

馳 †ントTlソ~′′lり＼大佃臥キ巾大使 (.L,](ノ＼),､.]J田参1‡7†の.諸氏に深甚の潮意を衷する.

I.世界におけるクワの天然分布

クワ科 Moraceae叫 的物:よ現在 55拭1.000桓机1_L3-がLられているが,天然分布に的

するかぎl)ではその 多くは勲苗, ･r岬購桝二王として分布し,一部は乱用に も白井する.

とこ′̀⊃で古代から家蚕 Bombyxmm'L.の飼料と されている クワ Morusの天然分布

は北 ､IL一球項 11川二し赤道から北緯約5け｢Nに-わた1て広大た地域に白/生する.小泉4)によれ

ば ワワl(iの分布の中心は北半球の勲鞘地九 とくに長南アシ7'と北米大陸南西部としてい

ら.こCT)1ま,/).J'I/L地 としては ノJナグ虎南部.7-/I)7')CT)ナイジこ.リ7,南米太平洋)'ll-の コ

pソビ7,イソ トrシアでは,ン11/､,スマ rラの2歳かある.

JhI山Uによれは クワの牡糾こおける )こ無分 (w l最北軌 土面偉人西海持北緯47080′Nに

あ り,最南限付 11日三珠の敵船約 8uSにある ジャ/く島としている. 西部ジャ/;に 野生する

クワの木については曾って筆者 も現地においてたびたび実見 しているが,同島の植物に く

わしいサラン>･の旭物学者たちの見解ではかなり歴史的にみて古い時代に中国またはイl/

ドから人為的に移附されたものであるとい う.

このほか印健洋上にある て〆カスカル鳥 Madagascarのクワも自生掛 こあげている場
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合もみられるが,遠藤ら8)は同島のものは後LLJ･になって養蚕用として持ちこまれたと考え

ている.とすれば クワ屈の天然分布はまったく北半球に限定されることになる.

なお佐近国連 FAOから世非の桑臥拭七里二関する報 /.=77)がでて,このなかに世糾 こおけ

るクワの分布図 (p.107.Fig.1)がのっているが,まった く正確さを欠く地図であること

を一一.Ilしておく.

ⅠⅠ.ニューギ二了におけるクワ村植物

さてニューギニアにおけるクワ科柄物につい

ていえば この抑･ま伺島の植物′相にlLgする研究の

なかでも最 も湘瀬がおくれている部l■Uのひとつ

となっている.イチジク拭 GenusFtcusをの

ぞくと, これまで 19担:紀米 ニュ-キニ7のク

ワ科だけをとりあげた搬文は Diels(1935)が

発表した ｢パプアの クワ科植物｣S)ただ J＼とつ

あるにすぎない.イチジク屈はニューキニ7'で

は非常な分化をとげており Corner9)によると

129概を塵するという. 戦前九州帝大の金､IL尭

三帖11.10) もrLiイリ7ソにおいて47称を採催し

たことがある,

いま 19世紀以後 おこなわれた 伺.脚こおける

抽物調査て発見されたニュ-ギニアのクワ科植

物にふくまれる既如植物の蟻名を列挙すると第

1蓑となる.つまりニューギニア産既知のクワ

村仲物は 17蟻である. この うち Pseudomorus

と Streblusは Stonell)のように 同臆とみな

第 1炎 ニュ-キニーr匪クリ糾組物
Moraceaeの1.lylll織娼名J之

1/171harlS (Nakata,1944)

2 Antwro♪sIS (Schumann,1887)

3 ArtocarI)us (Warbul'g,t891)

4 BroILSSOnetla (Warburg,1894)※

5 Calpldochlamys(Diels.1935)

6 CoT10Cei)halus (Warburg.1894)

7 Cudorαnus (Warburg.1891)※

8 Dammaroj'sT,S (Warburg,1891)

'j Faloua (Warburg.ユ891)汰

10 FICuS (ScheFle1..1876)※

llMalatsia (Schumann.1888)

12 Pararlocarf,us (Diets,1935)

13 ParatrophlS (Nak'lta.1944)

)J Pralnea (Nakata.1944)

15 Pseudomo7/us (Warburg.1891)

16 Pseudolro♪hiS (Warburg,1891)

17 Slreblus (Scheffer,1876)

※iJlJは日本との八通畑名

す人もいる.第 1表のなかてLJ本との共通klJaはクワクサ Fatoua,イチジクFZCuS,ノ､リ)

ワ Cudwanus-Cudorama,カジノキ Broussonei2aの4伸 二すぎない.

ⅠⅠⅠ.ニューギニアにクワを産す

筆者が 京都大学-匹qLィリ7ン学術探検隊先辿隊長と して 初めて ニュー中二7の本土に ヒ

7ク島 Biakから降 り立 ったのは 1963年9月11El正午だった.ところは西ィ .)7ソ北Jl三

七ソタニ空港 Senlani.I/:t三港から 西イリアソの 首郁ンヤヤプラ Jajapura(当時の Kota

Baru.オラ1/タ時代の Hollandia)の国営楕舎 HotelNegaraへ直行, しばらく休憩 し

て同日午後昆虫採集のfL:め周辺に パ トロールにでかけた. 稽舎から亦いて 10分もたたな

い町なかの道路きわのシクロブス山の東端にあたノ'Jところに,赤いノ､イビスカス HtblSCuS

sp.の花にまじって数株のクワの木が生えているのに気がついた.

樹高約 2m くらいの惟木状で,兼形は内地でいうロソウ魯桑に ちかい大形薬で 深い切

れ込みはな く,クワの実も沢山なっていた.とりあえず記銘のためカラ-写真にとった0)

が第1図の写真である.

この時点では円本とおなじようなクワの木がこんな桁毎の僻地に もみられたので懐 しい
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くらいにしか念頭になか･,た.棉国してから既往のニューギニ7に関する植物文献を盤理

しているうち,第 1蓑のニューギニア産既知クワ科植物の属名蓑を作成してはじめて従来

この島からクワMorusの報省か皆無であることに気がついた.

IV.クワ Morusの確認

西イリアンのクワについては筆者が現地でうつした第 1図の軍兵にそえて数枚のクワの

薬の始発雌本を当時ではわが国における数少ない桑樹分煩学を専攻していた京都工芸放縦

大学教授故堀田祇吉博士に送 り鑑定を依頼した.その結果やはりクワであることは間違い

ないが,分類の基準となる桑花の標本がないので範の同定はむつかしい.写真から祭する

とカラヤマグワ MorusalbaL.やロソウ MoruslatifoliaPotRET には属さないことは

いえるという回答12) をえた.

また西部ジャバのクワの唖頴 とそ の時興性について研究Ia)をFblこなった静岡媒立農

業TJat験場蚕認部の勝又藤 ･̂悼士の意見1.I)では黄緑の形状からみ ると クロミグワ Morus

nigylaL に似ているが雌花や,桑葉の巨人細胞をみることができないので唖の同定榊難

であるという.

つぎにこれまでニュー･1-=ニアの析物神について系統立って最もくわしく研究調査 15･18lZ7)

をおこなって Ll･たのは 旧オラソダ領東イソド政冊の バイテン./ルフ Buitenzorg仙物閤

(現イソトネッ7政府ボゴール Bogor植物litl)であったが,そのオランタ統治時代の標本,

dA'料,研究者たちは現在オランFl_FqライデソにあるライクスlJET･薬鮒 Rljksherbarium に

そっくり移った.

筆者はニューギニ7産植物の採雛家 ･研究者でもある現ライクス肥非館長カ/i,クマソ博

士 Prof.C.Kalkmanに第1図に示したクワの-T,i-兵,採批地点 (第2図),採班状況をそ
えてTl:料を送り同相-土の意見を求めたところ,rLll館腰度宝にもニュ-ギ二7産のクワの&'Z.
本は全然なく,もちろん同島からは従来未記録であるという.標本がないので同定はでき

ないが シマグワMorusaustTlalisに近いようにみえる, このジャヤプラのクワの木は最

近になって人為的に誰かが押込んだものではなかろうかという返事18) だった.

なお筆者が西イリアソて採狼したクワの胎斐既本は故堀L的 LiT冊洋二ヒに寄贈してある.

V.=ユーギ=7産クワの由来に関する考察

筆者が西イリアソのジ17ヤプラの町の道路傍でみつけた数珠のクワの木は一体どんな統

路をたどってこの南醇の果てまできたのであろうか? もちろんその京相は知るべくもな

い.

｣射t7植物の起源で名高い ド･カソドル19) は渡 り鳥がクワの実を啄んで その磁子を クワ
の鵜増されていない遠くの地方へはこぶ衝突を舛味深く指摘しているが,この場合ニュ-

ギニアではその確証がない.

クワは頚茶のためばかりでなく,その桑実は生食用にも栽培されており,ま[=薬用,迦

紘,家具の用材など用途のひろいことは周知のとおりである.とくに西アジア原産のクp

ミグワほ慈蚕業が西欧に伝わる以前から Blackmulberryの名で知られ,既に紀元前7

世紀にはイタリーに拡っていたという (遠藤皇0リ .勝又博士14)によると西部ジャバには戦

前からオランダ人によって生食用の桑実をとるために果樹としてクロミグワが植栽されて

57巻 (1978) 89



おり,バン ドソ Bandung付近の衝角ではイン ドネシアの今 日でも匿台で クワの実を売 っ

ている由,またバ ン ドソ近 くのガルー試原 Garutはかつて昭和初年 ごろ 日本人指導者の

もとに奇聞と毛玉がおこなわれていた斬罪を筆者は知 っている.

筆者がたまたまクワの木の存在をしった酉イ リアンのジャヤプラはオランダ領時代には

ホランデ ィ7 Hollandia とよび,第 2次世界大概中に 一時的には 適合qI総司令部があ っ

たところ,峨後 もオランダ領西ニュー=1,'ニ7の市部として van Baal総懲以下 オラソタ

の耶†l'民の人たちが常駐していた町である.

この場 CTこの地にあるクワの木は滋蚕川とは考えられないからオランダ人の誰かが町に

は海生性 も完備しているので何かのついでに 自宅ちか くへはるばる押込んだ可維性 も考え

られるわけであるが,これはあ くまでもJYiなる推理にすぎない.

ちなみにジャバ氏からニューギニアまでの経路の途中でクワ叔培の記録のあるところは

スラグェシ島ウジlJ1/パソ〆ソ UjungPandang(MalくaSar)千/ミソタ渦の′トRJ7ソボン

JL■JAmbonがある.

摘 要

評者が 1963年 9月11日にニューギニア島四イ リ7ソの北東岸ジャヤプラ Jajapuraで

発見したクワ Morussp.(Moraceae)は植物挙上ニュ-ギニ7全島を通 じてクワ).i,の新

記録となったが,頚 化をそなえたJ;i:全11EI昭一袋際本てないためその種F.同定までにほいたら
fCか r)た.
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第1図 西イリアン,ソヤヤプラ Ja)apuraのクワの木 MortLS SP ,

MoraceaefニューギニアFJJ朽己紬) 】963年 9月11日 i/ili｢l帖JT壬

節2L'Jj 西イ1)アン. / 1-ヤプラにおける

クワ Morussp 発El地点 ×1Lll
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